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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の眼を光退色させるための装置であって、
　ａ．前記対象の眼の網膜の選択された領域だけを光退色光に曝露し、当該選択された領
域における少なくとも１つの視物質の少なくとも一部分を光退色させることによって、光
退色に供される対象の眼の網膜の領域を空間的に調整する手段；及び
　ｂ．前記光退色光に対する応答を監視するために精神物理学的試験を施行する手段、
を含む、前記装置。
【請求項２】
　精神物理学的試験が、暗順応、明所視感度、暗所視感度、視力、コントラスト感度、色
彩感度、色識別、視野、またはこれらの組み合わせを測定する、請求項１の装置。
【請求項３】
　精神物理学的試験が、比色分析、暗順応分析、視覚感度試験、コントラスト感度試験、
空間分解能力試験、光ストレス試験、交照測光試験、副尺視力試験、運動検出試験、物体
認識試験、または視野検査試験である、請求項１の装置。
【請求項４】
　光退色光が、光退色光に対する光受容器の応答を強める又は最小限にする可視スペクト
ルの範囲内の調整された波長スペクトルを有する、請求項１の装置。
【請求項５】
　調整された波長スペクトルが、
約５０５ｎｍの波長、約５０５ｎｍを中心とする波長、約４１９ｎｍの波長、約４１９ｎ
ｍを中心とする波長、約５３１ｎｍの波長、約５３１ｎｍを中心とする波長、約５５８ｎ
ｍの波長、約５５８ｎｍを中心とする波長、約４６０ｎｍの波長、約４６０ｎｍを中心と
する波長、約６５０ｎｍの波長、約６５０ｎｍを中心とする波長、約４１０ｎｍの波長、
約４１０ｎｍを中心とする波長、約５７０ｎｍの波長、約５７０ｎｍを中心とする波長、
および約４８０ｎｍ以上の波長から成る群から選択される波長
から本質的に成る、請求項１の装置。
【請求項６】



(2) JP 2014-138872 A5 2014.11.6

　光退色光が制限されて、網膜の選択された領域を光退色光に曝露する、請求項１の装置
。
【請求項７】
　マスク、選択された領域へだけの投射、対象の網膜の方向付けまたはその組み合わせを
使用することによって、光退色光が制限される、請求項６の装置。
【請求項８】
　精神物理学的試験が、対象の眼の網膜を標的刺激光に曝露することをさらに含む、請求
項１の装置。
【請求項９】
　光退色光の調整された波長スペクトルおよび標的刺激光の調整された波長スペクトルが
、互いに異なる、請求項８の装置。
【請求項１０】
　光退色光の調整された波長スペクトルおよび標的刺激光の調整された波長スペクトルが
、同じである、請求項８の装置。
【請求項１１】
　標的刺激光源が、調整された波長スペクトルを有する、請求項８の装置。
【請求項１２】
　選択された領域が、光退色光および標的刺激光に曝露される、請求項８の装置。
【請求項１３】
　選択された領域が、光退色光だけに曝露される、請求項８の装置。
【請求項１４】
　選択された領域が、窩から周辺網膜への偏心性の関数として選択される、請求項１の装
置。
【請求項１５】
　対象が加齢性黄斑変性に罹患しているか、またはその危険性があることを決定するため
に使用される、請求項１４の装置。
【請求項１６】
　選択された領域が、窩の外側にある、完全に斑の内側にある、周辺網膜にある、下垂直
子午線に位置する、上垂直子午線上に位置する、約０°から約０．５°偏心して位置する
、約２°から約１０°偏心して位置する、約３°から約１０°偏心して位置する、または
約１０°から約３０°偏心して位置する、請求項１の装置。
【請求項１７】
　選択された領域が、環状領域である、請求項１の装置。
【請求項１８】
　選択された領域が、完全に窩を除く環状領域である、請求項１の装置。
【請求項１９】
　選択された領域が、環状領域であり、該環状領域は完全に窩を除き、該環状領域は、約
２°またはそれより外側に偏心して位置する内側端、および約１０°またはそれより内側
に偏心して位置する外側端を有する、請求項１の装置。
【請求項２０】
　選択された領域が、視角の約４°から視角の約６°の領域を包含する、請求項１の装置
。
【請求項２１】
　対象の眼の網膜の一つ以上の選択された領域を光退色光に曝露して、前記一つ以上の選
択された領域の各々における少なくとも１つの視物質の少なくとも一部分を光退色させる
ことをさらに含む、請求項１の装置。
【請求項２２】
　前記一つ以上の選択された領域の各々は、異なる偏心度を有する、請求項２１の装置。
【請求項２３】
　光退色光が、設定強度を有する、請求項１の装置。
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【請求項２４】
　設定強度が、４．０５　ｌｏｇ　ｓｃｏｔ　Ｔｄ／ｓｅｃ以下、または３．１５ｌｏｇ
　ｓｃｏｔ　Ｔｄ／ｓｅｃ以下である、請求項２３の装置。
【請求項２５】
　対象の眼の健康を決定するために使用される、請求項１の装置。
【請求項２６】
　対象の眼の健康、対象が眼疾患に罹患しているか、対象に眼疾患発現の危険性があるか
、および眼疾患の重症度からなる群から選択されるパラメータを決定するために使用され
る、請求項１の装置。
【請求項２７】
　対象の負担が低減される、対象の不快感が低減される、またはこれらの組み合わせであ
る、請求項１の装置。
【請求項２８】
　測定のばらつき、測定の偏りまたはこれらの組み合わせが低減される、請求項１の装置
。
【請求項２９】
　光退色光を使用した精神物理学的試験の施行の時間的経過が低減される、請求項１の装
置。
【請求項３０】
　対象の眼を光退色させるための装置であって、
　ａ．前記対象の眼の網膜の選択された領域だけを光退色光に曝露し、当該選択された領
域における少なくとも１つの視物質の少なくとも一部分を光退色させることによって、光
退色に供される対象の眼の網膜の領域を空間的に調整する手段；
　ｂ．対象の眼の網膜を標的刺激光に曝露する手段；及び
　ｃ．前記光退色光に対する応答を監視するために精神物理学的試験を施行する手段、
を含む、前記装置。
【請求項３１】
　対象の眼を光退色させるための装置であって、
　ａ．光退色光
　ｂ．光退色に供される対象の眼の網膜の領域を空間的に調整して、前記網膜の選択され
た領域だけを光退色光に曝露する手段；及び
　ｃ．前記光退色光に対する応答を監視するために精神物理学的試験を施行する手段、
を含む、前記装置。
【請求項３２】
　装置が光退色光を制限して、網膜の選択された領域を光退色光に暴露する、請求項３１
の装置。
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